
平成™š年œ月˜�日 火曜日 第œœœœ号官 報
三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

西
の
平
三
五
五
・
字
西
の
平
茶
畑
三
五
七

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
津
山
市
阿
波
字
尾
所
奥
二
一
一
七
の
五
九
、

二
一
一
七
の
六
〇
、加
茂
町
河
井
字
桧
尾
三
四
二
の
一
、

三
四
二
の
六
、
三
四
二
の
一
〇
、
三
四
二
の
一
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡

山
県
庁
及
び
津
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
施

設
地
区
の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
施
設
地
区
の
所
在
場
所

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
二

十
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
標
柱

二
十
九
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
（
次
の
図
に

示
す
と
お
り
と
す
る
。）

富
山
県
富
山
市
牧
字
大
坪
割
八
一
二
、
八
一
三
、
八

三
〇
、
八
三
一
の
二
、
八
三
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四

指
定
の
有
効
期
間

三
年

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
山
県
庁
及
び
富
山
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
を
し
た
の
で
、
第
七
十
一

条
の
三
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。平

成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
か
ら

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区
及
び
工
区

施
行
地
区

東
京
都
中
央
区
湊
二
丁
目
の
一
部

一
工
区

東
京
都
中
央
区
湊
二
丁
目
の
一
部

二
工
区

東
京
都
中
央
区
湊
二
丁
目
の
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
土
地

区
画
整
理
事
業
湊
二
丁
目
東
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
入
船
二
丁
目
二

番
六
号
Ｎ
Ｔ
イ
リ
フ
ネ
ビ
ル
五
階

独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
東
京
都
心
支
社
湊
都
市
再
生
事
務
所

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

二
十
三
年
五
月
十
七
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
七
号

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十

号
）
第
八
条
の
二
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
知
空
港
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

第
一
種
区
域
、
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
の
指
定
を
解
除
し
、
第
一
種
区
域
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
、
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一

第
一
種
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域

次
に
示
す
区
域
の
う
ち
高
知
空
港
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
図
面
に
高
知
空
港
に
係
る
第
一
種
区
域

の
指
定
を
解
除
す
る
区
域
と
し
て
示
す
部
分

高
知
県
南
国
市
大
字
田
村
、
同
市
大
字
下
島
、
同
市
大
字
久
枝
、
同
市
大
字
物
部
、
同
市
大
字
大
\
、
同
市
大
字

片
山
及
び
同
市
大
字
前
浜
並
び
に
同
県
香
南
市
吉
川
町
大
字
吉
原

二

第
二
種
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域

第
二
種
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
の
う
ち
、
滑
走
路
の
短
辺
の
側
に
お
け
る
滑
走
路
の
中
心
線
（
そ
の

延
長
線
を
含
む
。
以
下
単
に
「
中
心
線
」
と
い
う
。）上
の
滑
走
路
の
東
側
末
端
か
ら
滑
走
路
の
外
側
へ
百
八
十
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
お
い
て
中
心
線
と
直
角
を
な
す
直
線
上
同
地
点
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
有
す
る
二
つ
の
地
点
の

う
ち
北
側
の
地
点
を
Ë
と
、
南
側
の
地
点
を
ô
と
し
、
中
心
線
上
の
滑
走
路
の
東
側
末
端
の
地
点
に
お
い
て
中
心
線

と
直
角
を
な
す
直
線
上
同
地
点
か
ら
六
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
有
す
る
二
つ
の
地
点
の
う
ち
北
側
の
地
点
を
ã
と
、

南
側
の
地
点
を
ß
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
Ë
、
ô
、
ß
及
び
ã
の
各
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に
Ë
と
ã
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
以
外
の
区
域

三

第
三
種
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域

第
三
種
区
域
の
全
部

備
考

一
に
掲
げ
る
区
域
は
、平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
八
号

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十

号
）
第
八
条
の
二
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
崎
空
港
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

第
一
種
区
域
、
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
の
指
定
を
解
除
し
、
第
一
種
区
域
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
、
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一

第
一
種
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域

イ

次
に
示
す
区
域

宮
崎
県
宮
崎
市
大
字
郡
司
分
、
同
市
大
字
本
郷
南
方
、
同
市
月
見
ケ
丘
一
丁
目
、
五
丁
目
、
六
丁
目
及
び
七
丁

目
、
同
市
源
藤
町
、
同
市
清
武
町
加
納
、
同
市
清
武
町
加
納
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
及
び
同
市
清
武
町
池
田
台

ロ

次
に
示
す
区
域
の
う
ち
宮
崎
空
港
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
図
面
に
宮
崎
空
港
に
係
る
第
一
種
区

域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域
と
し
て
示
す
部
分

宮
崎
県
宮
崎
市
大
字
赤
江
、
同
市
大
字
田
吉
、
同
市
大
字
本
郷
北
方
、
同
市
大
字
恒
久
並
び
に
同
市
月
見
ケ
丘

二
丁
目
及
び
四
丁
目

二

第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域

第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
の
全
部

備
考

一
に
掲
げ
る
区
域
は
、平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
三
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
三
年
五
月
十
七
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

１

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

財
団
法
人
茨
城
県
建
築
セ
ン
タ
ー

œ
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